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成果と今後の課題

・パーツを置く場所が思い出せなくなり、作業が止まってしまうことが少なくなった。
・指導者も、写真を撮っておけばその子どもの作品の完成図が分かるため適切に声をかけることができる。
・反面、カメラロールの他の写真が気になり始めるとそちらに気が散ってしまうため、指導者のことばかけが必要。
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困り感

対象の児童生徒

小学 6

自分で試行錯誤して考え
たことも、その状態がな
くなってしまうとなかな
か思い出せない。

取り組みの内容・授業の様子等

・図工の学習。
・パーツを貼り合せる際、まずはその配置を置きながら考える。しかし、糊付けする際に一度置いたパーツの場所
が分からなくなってしまい、混乱する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→パーツ
を置いて位置を決めたら写真に撮り、それを見ながら作業をするとスムーズに作業を進められる。
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写真を撮って、作業をスムーズに

できた！ 

これを見ながらなら、 

上手くできそう！！ 
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